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議
案
第
32
号

専
決
処
分
の
承
認
（
税
条
例
の

一
部
改
正
）

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
早
急
に
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
た

た
め
専
決
処
分
し
た
。

　
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割

の
税
率
区
分
の
見
直
し
と
種
別

割
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
適
用

期
限
を
３
年
間
延
長
す
る
。

議
案
第
33
号

専
決
処
分
の
承
認
（
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
）

　
地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
が
公
布
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
早
急
に
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が

生
じ
た
た
め
専
決
処
分
し
た
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の

改
正
に
伴
い
条
例
の
一
部
改
正
。

議
案
第
35
号

職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
の
改
正
に
伴
い
、
条
例
の
一

部
改
正
。

議
案
第
36
号

印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ

ム
機
構
（
Ｊ‒

Ｌ
Ｉ
Ｓ
）
の
認

証
業
務
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
ス
マ
ホ
用
の
利

用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
が
創

設
さ
れ
た
た
め
、
条
例
の
一
部

改
正
。

問
　
全
て
の
機
種
が
対
象
か
。

答
　
一
部
の
ス
マ
ホ
が
対
象
で
、

Ｏ
Ｓ
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
９
以
上
、

Ｊ‒

Ｌ
Ｉ
Ｓ
が
提
供
す
る
も
の
。

　
課
税
限
度
額
の
後
期
高
齢
者

支
援
金
等
課
税
額
を
22
万
円
に

引
き
上
げ
、
５
割
軽
減
と
２
割

軽
減
の
基
準
額
を
見
直
す
。

問
　
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課

税
限
度
額
引
き
上
げ
と
５
割
・

２
割
軽
減
基
準
額
の
見
直
し
に

よ
っ
て
影
響
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の

世
帯
数
と
金
額
は
。

答
　
引
き
上
げ
は
10
世
帯
６
万

円
増
、
５
割
軽
減
は
６
世
帯
20

万
円
減
、
２
割
軽
減
は
12
世
帯

19
万
円
減
。

問
　
差
引
33
万
円
減
の
負
担
は
。

答
　
県
が
４
分
の
３
、
町
が
４

分
の
１
。

議
案
第
34
号

執
行
機
関
の
付
属
機
関
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　
６
月
定
例
会
は
、
町
長
提
出
議
案
12
件
・
報
告
３
件
を

審
議
し
、
すべ
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
請
願
１
件
を
審
議
し
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　一般
質
問
に
は
９
名
が
登
壇
し
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

令和５年令和５年
第2回定例会第2回定例会
６月６日～６月13日６月６日～６月13日条

例
の
一
部
改
正

条
例
の
一
部
改
正

議
案
第
42
号　

保
健
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
請
負

契
約
の
締
結

工
事
名
　

　
保
健
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

工
事
場
所
　

　
大
字
関
堀
地
内

工
期
　

　
令
和
６
年
３
月
25
日
ま
で

請
負
金
額
　

　
１
億
６
，１
７
０
万
円

請
負
業
者
　

　
細
田
建
設
株
式
会
社

契
約
の
方
法
　

　
指
名
競
争
入
札

問
　
予
算
の
範
囲
内
で
工
事
を

完
了
で
き
る
の
か
。

答
　
予
算
の
範
囲
内
で
工
期
も

含
め
完
了
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。

議
案
30
号

専
決
処
分
の
承
認
（
一
般
会
計

補
正
予
算
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
７
，１
７
２
万
円
を
追

加
し
、
予
算
の
総
額
を
58
億

９
，７
９
０
万
円
と
す
る
。

〇
主
な
補
正

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
追
加
接
種
に
係
る
経
費

�

７
，１
７
２
万
円

問
　
追
加
接
種
の
補
助
は
。

答
　
令
和
５
年
度
は
満
額
補
助

に
な
る
。

議
案
第
31
号

専
決
処
分
の
承
認
（
一
般
会
計

補
正
予
算
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
４
，９
３
７
万
円
を
追

議
案
第
37
号

特
定
の
事
務
を
取
り
扱
わ
せ
る

郵
便
局
の
指
定
の
取
り
消
し

　
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
が
来
年
１
月

令
和
５
年
度
　
補
正
予
算

令
和
５
年
度
　
補
正
予
算

そ
の
他
の
議
案

そ
の
他
の
議
案

加
し
、
予
算
の
総
額
を
59
億

４
，７
２
８
万
円
と
す
る
。

〇
主
な
補
正

歳
入
　

　
総
務
費
国
庫
補
助
金

�

２
，９
０
０
万
円

　
民
生
費
国
庫
補
助
金

�

８
２
８
万
円

　
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

�

１
，２
０
９
万
円

歳
出

　�

電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価

格
高
騰
重
点
支
援
事
業

�

４
，１
０
９
万
円

　�

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
給
付

�

８
２
８
万
円

問
　
具
体
的
な
内
容
は
。

答
　
価
格
高
騰
重
点
支
援
は
、

令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税
世

帯
に
３
万
円
。
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
は
、世
帯
で
は
な
く
、高

校
生
以
下
の
子
ど
も
１
人
に
対

し
５
万
円
の
現
金
支
給
に
な
る
。

議
案
第
41
号

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
８
，１
３
９
万
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
60
億

２
，８
６
７
万
円
と
す
る
。

〇
主
な
補
正

歳
入

　
総
務
費
国
庫
補
助
金

�

４
，８
２
９
万
円

　
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

�

３
，３
１
０
万
円

歳
出

　
保
健
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業

�

１
，８
０
０
万
円

　�

地
域
活
性
化
起
業
人
推
進
事

業�

３
３
３
万
円

　�

物
価
高
騰
に
伴
う
子
育
て
世

帯
支
援
事
業

�

５
，０
６
１
万
円

　
共
同
調
理
場
管
理
運
営
事
業

�

２
８
６
万
円

問
　
今
回
の
保
健
セ
ン
タ
ー
の

補
正
予
算
額
で
実
施
可
能
な
の

か
。
ま
た
工
期
は
。

答
　
予
算
内
で
年
度
内
完
成
予

定
。

問
　
子
育
て
世
帯
支
援
事
業
の

内
容
は
。

答
　
小
学
生
以
下
一
人
５
万
５

千
円
、
中
学
生
一
人
６
万
円
を

現
金
支
給
す
る
。

令和５年令和５年
第2回臨時会第2回臨時会

７月３日７月３日

に
終
了
予
定
と
な
り
、
複
合
機

も
老
朽
化
し
発
行
実
績
も
減
少

し
て
い
る
た
め
。

指
定
を
取
り
消
す
郵
便
局

　
都
幾
川
郵
便
局

指
定
取
り
消
し
年
月
日

　
令
和
５
年
12
月
28
日

議
案
第
38
号

訴
え
の
変
更

　
令
和
元
年
の
台
風
19
号
に
よ

る
大
雨
の
影
響
で
傾
斜
地
が
崩

落
し
た
結
果
、
通
行
を
妨
げ
た

た
め
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る

も
の
。

「
妨
害
予
防
請
求
及
び
損
害
賠

償
請
求
事
件
」
か
ら
「
損
害
賠

償
請
求
事
件
」
に
改
め
る
も
の
。

議
案
第
39
号

訴
え
の
提
起

　
地
滑
り
問
題
解
決
の
た
め
、

工
事
に
対
す
る
同
意
、
工
事
及

び
訴
訟
費
用
の
負
担
を
求
め
る

も
の
。

議
案
第
40
号

財
産
の
取
得

　
体
育
セ
ン
タ
ー
の
移
動
式
バ

ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
が
老
朽
化
し

て
い
る
た
め
、
１
対
２
台
を
入

れ
替
え
る
も
の
。

取
得
金
額
　�

７
５
０
万
円

請
願
第
２
号

　「
戦
争
の
準
備
で
は
な
く
暮

ら
し
と
平
和
と
子
ど
も
た
ち
の

未
来
を
守
る
政
治
に
」
意
見
書

提
出
を
求
め
る
請
願

請
願
者

　
戦
争
を
さ
せ
な
い
市
民
の
会

と
き
が
わ

　
代
表
　
市
石
　
智
明

紹
介
議
員�

田
中
　
紀
吉

請
願
趣
旨

　「
戦
争
だ
け
は
回
避
し
そ
の

た
め
の
あ
ら
ゆ
る
外
交
努
力
を

続
け
て
い
く
こ
と
。」「
未
来
世

代
に
戦
争
の
た
め
の
借
金
を
残

さ
ず
、
予
算
配
分
は
国
民
の
生

活
保
障
を
最
優
先
に
す
る
こ

と
」
を
町
と
し
て
国
に
要
請
す

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
。

審
査
結
果

　
本
請
願
は
総
務
産
業
建
設
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
慎
重

に
審
査
し
た
結
果
「
不
採
択
と

す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
た
。

ま
た
、本
会
議
に
お
い
て
も「
不

採
択
」
と
な
っ
た
。

請
願
に
反
対
岩
田
　
鑑
郎

請
願
に
賛
成
野
原
　
和
夫

　
最
初
か
ら
政
府
は
戦
争
を
す

る
も
の
と
し
て
請
願
書
が
作
成

さ
れ
て
い
る
様
に
思
う
。
誰
も

が
戦
争
は
反
対
で
あ
ろ
う
。
他

国
が
ミ
サ
イ
ル
を
撃
ち
込
む
、

あ
る
い
は
、
打
ち
込
も
う
と
し

た
時
、
防
衛
を
す
る
た
め
の
費

用
で
あ
る
。
こ
の
防
衛
の
た
め

の
予
算
は
早
く
か
ら
準
備
す
べ

き
予
算
だ
っ
た
と
思
う
。
一
挙

に
予
算
を
計
上
す
る
か
ら
目
立

つ
の
で
あ
る
。
大
型
台
風
が
来

る
と
言
え
ば
そ
の
対
応
の
た
め

準
備
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

　
政
府
が
防
衛
費
を
一
挙
に
２

倍
、
５
年
間
で
43
兆
円
、
そ
の

中
身
は
自
衛
隊
が
「
敵
基
地
を

攻
撃
す
る
能
力
」「
戦
争
を
続

け
る
継
戦
能
力
」
と
装
備
を
持

つ
こ
と
が
必
要
と
し
て
、
日
本

が
戦
争
で
き
る
国
づ
く
り
に
、

国
民
に
負
担
と
協
力
を
求
め
て

い
る
。
日
本
が
と
る
べ
き
道
は

戦
争
の
準
備
で
は
な
い
。
貴
重

な
税
金
は
、
暮
ら
し
と
平
和
を

守
る
為
に
使
う
政
治
に
転
換
す

る
こ
と
、「
国
民
の
生
命
と
安

全
」、こ
の
声
を
町
と
し
て
国
に

要
請
す
る
よ
う
求
め
る
。
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